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底質および種組成からみた多毛類， イソメ科3種の食性

中 尾 繁*

Feeding Types of Three Species of Unicida Polychaetes in Relation 

to Sediment Characteristics and Species Composition 

Shigeru NAKAO事

Abstract 

Unicida polychaetes were belonged to e町'anti乱，tepolych節句自， b凶 trophic
匂噌倒 ofthe Iatter have b開n hiもhe凶opoorIy known. In the pre駒凶 8tudy
f朗必ngも内側 ofもhreespecies of unicid晶 polycha伽 sin Usu拍 dH晶kod晶teB乱ys，
Hokkaido are inve8tigated by means of sedime叫 characteristicsand compo8ition 
of other polych帥飴8. In both bay the above three anim晶Iswere quite simil晶，rin 
distribution， n晶melypredomin抗edin the muddy bottom with high organic c晶rbon
ωntent in駒diment，whereω 目carceor晶b飴 ntin the coarse 8ediment with Iow 
org晶niccarbonωn加 lt. They were found to distribuもeparallel to deposit fi田ders，
and to inversely correlated to preda伽 and/or8C畠，venger. J Udging from the 
r回ult8，they may be r帥 sonablyreωgnizedωdepo日itfeeders. Support forぬe
view that unicid品 polych帥蜘晶rebelonged to deposiもfeedersby岨晶，ptationof 
f田 dingorgans is shown in this study. 

底生動物の食性と底質，特に粒度組成との関係については，最近限られた地域での結果ではあるが

報告されてきている 1)2)3)4)。しかし底生動物の食性に関する知識は必らずしも充分ではなく.特に多

毛類についてのそれは極めて貧弱である。 Da!es5)は食性とそれに伴う摂食器官の適応変化から多毛

類の類縁関係を報告している。それによると，それまで一般的には捕食性あるいは腐食性として.分

類学的には瀞在日に分けられていたイソメ科を堆積物食性として 1つの目に分類している点が大きな

特徴である。ただ多毛類を捕食性あるいは腐食性の滞在日と，減過食性あるいは堆積物食性の定在日

に二大別することはHartmanりが指摘するように根拠のある乙とではなく便宜的な面が強い。そ ζ

で堆積物食性の底生動物が底質と直接，間接に強い関係、を示すことからりのり， ここではイソメ科の

Lumbrineris debilis. L. japonicaおよび LumbrinerisSp.の3種について底質条件からそれらの食

性を検討してみた。

調査方法

1970年8月に有珠湾.1972年 11月に函館湾で，それぞれ図1に示す各地点で多毛類の採集を行な

った。有珠湾では 1/16m2の採取面積をもっ円筒形採泥器で1地点5回，函館湾では 1/17m2の田村

式採泥器で1地点3回のくり返し採集を行なった。採取した底質は lmm目の箭で分け， 飾上に残っ

た穫について個体数の算定を行ない，各回の平均値を 1m2当りの個体数に換算した。底質の有機炭素

* (La}JO'f'atO'f'y 01 Marine Oult叫re，Faculty 01 Fisherie8， Hokkaido U耐用r8ity)
北海道大学水産学部献水増殖学講座
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Fig.1. Map of Hakodate Bay and Usu Bay， showing location ofthe 脇工nplingBtatio回 and
isobathes (m). 
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多毛類イソメ科3種の食性中尾:
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Table 2. Specie8加問801Annel仙 polyc.加et四例th脚刑ber01 individ伽 1810肌 d

Species 

C加仰zonesp. 
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C伽 i10rmiat抑制協加
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M吋e加ωjap開削
M吋d仰 aSp. 
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Ophellidae Bp. 
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Prめ偽ωtpiokr削 ade削 i8
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G側旬daBp. 
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有珠湾における Lumbrinerisdebilisの出現は地点2で最大密度を示し，次いで地点5で高い密度

分布を示す(表1)0 L. japonicaの出現個体数はこれよりかなり低いが地点2で一番高く，地点8

を除くと L.debilisの高い密度分布を示す地点にその出現も限られている。これら 2種の出現地点で

は白tpitellacapitata florida即，AxiotTeZZa sp.， Tharyx pacijica， Cirriformia tentaculataおよび

H.aploscoloplωelongatusが高密度に分布してし、る。これら優占種はすべて堆積物食者でありの，分

顔学的には定在目に分けられている種である。図2は，Lumb付加risdebilisと Caj>l・teZZacaμitata 

florida即および捕食性あるいは腐食性である Nereisdiversicolor4)5)η との出現個体数の関係を示し
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in one aq叩 ，remeter 01800-伽 entin Hakod仰 Bαyi包 8eptemher，1972. 
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たものである。 C.ca〆'tataftoridanaは全地点に高い個体数がみられL.debilisとの明確な関係は認
められないが，有機物量の比較的高い粗い底質にみられる N.diuersicolorη" とは明らかに負の関

係があるように思える。底質の有機炭素量と粒径件以上の silt.clay量との関係を示す図3から明ら

かなように.L. debi・lisは有機炭素量が 1.096，silt.clay量が 4096以上の各底質に高い密度分布がみ

られ.N. diuersicolorはこれとは逆にそれぞれ 1.096.4096以下の底質に高いことがわかる。

函館湾における Lumbrinerissp.は地点 1，2，3の函館港内に高密度分布域がみられ，湾央部地点19

と20にも比較的高い出現を示している(表2)。これら高密度の地点ではChaetozonesp・，Cirratulus 

cirratus， Catl・tellacaμtataの堆積物食者が同巴ような傾向で出現し. N. diuersicolorと同じ食性

である NφhtysSp. 9)がこれとは逆の密度分布を示している(図4と5)。底質の有機炭素量と佐藤10)

の底質型区分法による底質型との関係を図6に示した。 Lu珊bri町risSp.の分布は有機炭素量が1.096

以上で，粒径3φ 以上の微砂が卓越する底質に高い出現を示し，有機炭素量0.596以下，細砂の卓越

する底質には出現がみられなし、。これとは逆に.N ephtys Sp.は LumbrinerisSp.の出現がみられな
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い地点に高密度の分布が認められ，両者

は明らかに異なる分布の様相を示してい

る。函館湾の結果は有珠湾のそれと非常

によく類似していると言えよう。

4 

察

底質の有機汚濁の指標性という観点

から北森11) は上記3種と同じ属の L.

imμti，聞は微細泥率50%以下，強熱減

量 8%以下の底質では本種の出現は低く，

また強熱減量 15%以上の異常に高い有

機物をもっ底質でもほとんど生息しない

と指摘している。それらの中間の栄養度

が高い底質に本種の生息が多いという。

また北森12)は同属の L.breviciraは強

熱減量8%以上で有機物の多い微細粒子の底質に.堆積物食者の Prio仰 spiopin即 taとともに高い

出現を示しており，五十嵐ら13) も同様の結果を報告している。しかし ChaetozQ1Uisp.との編組比率

閑には相関は認められなかったとL、ぅ。これら有機汚濁の指標種については Pearsonl4)が指摘するよ

うに.'高い有機物負荷量のみがそれらの分布を規制する唯一の要因ではなく，低い溶存酸素にも強い

耐性をもつこと"も大きな要因であろう。しかし，堆積物食者にとって有機物量の多い，微細粒子の

底質が生息に有利であることは多くの報告にみられる通りである1)2)り。また Bl∞m らのも堆積物食
者の群集と鴻過食者の群集は，それぞれその摂食様式によって異なった粒径の底質と関係するという。

イソメ科の Lumbrinerisdebilis. L. japonicaおよび Lumbrinertssp.の3種が多くの堆積物食者と

同様の分布傾向を示し，捕食者あるいは腐食者と逆の分布を示すこと， また有機物量と微細粒子の高
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い底質を好むことから，これら 3種が堆積物食性であることが考えられる。 このことはDalesりの摂

食器官の形態から分けられた分類の妥当性を支持するものである。

要 約

有珠湾と函館湾におけるイソメ科3種，Lumbrineris debilis， L. japonicaおよびLumbrinerissp. 

について底質および出現多毛類の種組成から.それらの食性を検討した。

1) 両湾とも 3種が同じような底質条件，即ち有機炭素量が 1.096以上で微細粒子が卓越する底質

に多い生息がみられた。

2) 他の堆積物食者と同様の分布傾向を示し，捕食者あるいは腐食者とは逆の分布傾向を示した。

3) 以上のことからイソメ科3種の食性は堆積物食者であると考えられる。
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